シャン ハイす まろ よぎ り ， J 

上海 四 馬路の 夜霧 は 濃い。 

は 

黄い ろい 街灯の 下をゴ ソゴソ 匍うよう に 歩いて いる 

ふたりづれ 

二人 連の 人影が あった。 

かしら いえ ちょうど ちかそう 

「 —— うむ、 首領 この 家です ぜ。 丁度 七つ 目の 地下 窓 

にあたり まさ あ」 

なな ほおき ず 

と、 斜めに 深い 頰 傷の ある ガッチ リ した 男が、 首領 

そで 

の 袖 を ひっぱった。 

「よし。 じ や 入れ、 ぬかるな ょヮ— ニヤ」 

と、 首領と 呼ばれた 眼 玉が 魚の ように 大きい 男 は、 

懐中から マスク を 出して、 目に かけた。 

合図の 数 だけ 入口 を 叩く と、 重い 木製の 扉が 静かに 



「うむ、 これだろう」 

と、 ウルス キ— は 上着の 下から ピカピ 力 光る 人の 顔 

ほど ある 黄金の 環 を 出して、 博士の 方に 見せた。 

「あ ッ、 それ だッ」 

かえる 

と、 博士が 蛙 のように とび つ いて ゆく のをヮ ー ニヤ 

が 横 合から とんで きて、 博士の 身体 をつ きとば した。 

しりもち ひきがえる ふく 

博士 は ドンと 尻餅 をつ いて、 蟾蜍 のように 膨れた。 

「ど、 どっこい、 そうは ゆかない よ。 見かけに 似合 〔# 

ルビ 「にわ」 は ママ〕 わず、 太い 先生 だ。 これが 欲しけ 

れば、 約束 どおり、 あれ を 実験して 見せろ。 よく 話 を 

してあった 害 じ やない か」 



「さあ、 こっちへ よって、 よく 見る がいい」 

てまね 

博士 は 手招きした。 

しゅ：：：' よう 

首領 ウルス キ— は、 それ ッとヮ ー ニヤに 目く ばせ 

をして、 今のう ちに、 奥まった 隅に ある 衝立の 蔭 を 見 

ておけと 合図 をした。 

ヮ— ニヤ は 楊 博士が 卓子の 上の 硝子 場に 気 を とられ 

ている 間に、 衝立のう しろ を 素早く 視 いてみ たが、 そ 

こに は 仕切られた 土間と 壁が あるば かりで、 外に 何物 

も 見えなかった。 

ウルス キ— はヮ— ニヤの 答に、 安心の 色 を 見せた。 

怪 博士 楊 羽の 魔術？ に は、 これまでに 幾度 も 苦い 目に 



「なに か 異変 を、 だ つ て。 うむ、 ごま 化される もの か」 

二人 は 顔 を 硝子 壜の そばに よせ、 目玉 をグル グルさ 

ゆくえ 

せて、 壜の中 を とびまわる 蠅の 行方 を 追い かけて いた。 

そのうちに 一 一人 は、 

「オヤ、 I— 」 

と 叫んだ。 つづいて 間もなく、 

「オヤ オヤ。 これ は 変 だ」 

おどろ 

と 愕 きの 声 を あげた。 

「なに か 起った かナ」 

「うむ。 蠅がニ 匹と も、 どこかに 行って しまった」 

「蠅の 姿が 見え なくなった というわけだ ナ。 どこへ も 



「うむ、 そんな こと はい や だ」 と 楊 博士 は 首 を ふった 

「ええい 面倒く さい。 話 はこれ だ」 と、 首領 ウルス キ— 

は 懐中から ピストル を 出して、 博士の 胸 もとにつ きつ 

け 「折角 かえして やろうと いうのに、 要ら なきや 黄金 

の 環 もこつ ちへ 貰って 置く。 おい ヮ ー ニヤ。 お前 は そ 

ガラス びん 

の 『消 身 法』 の 硝子 壜を 貰って ゆけ」 

「へへ え、 この 気味の わるい 硝子 壜 をです かい」 

ち う 4P- つ 

そのと き 卓子の 下から 濛々 と 煙が ふきだした。 

「ほら、 博士の 奥の手が 始まった。 早く 引き あげない 

と、 また この 前の ように ひどい 目に 遭う、 気をつけろ」 

すき 

首領の 怒鳴って いるう ちに 隙が あった もの か、 博士 



は ヒラリ と 身 を 翻 して、 衝立のう しろに 逃げ こんだ- 

「どこへ 逃げる。 こいつ、 待て ッ」 

と ウルス キ— は 博士 を 衝立のう しろに 追い こんだ。 

だが、 彼 は 衝立のう しろに、 何にもない 空間 を 発見し 

たに 過ぎなかった。 そこへ 逃げ こんだ にちがいない 博 

士の 姿が まるで 煙の ように 消えて しま つたので ある。 

「ヮ ー ニヤ、 硝子 壜を もってすぐ 逃げろ。 ぐずぐずし 

ている と、 生命が 危ぃ」 

力 力 

ヮ— ニヤ は 決心して 硝子 壜を 抱え あげた。 壜 はわり 

あいに 重かった。 

一 一人 は 出口の 方へ 向って 走り だした。 



シャン ハイ おおだてもの 

上海 国際 社交界の 大立者と して 知らぬ 人な き 大東新 

報 社長 ジョン • ウル ランド その 人に 外なら なかった。 

きんげん 

ウル ランド 氏 は、 謹厳い やしく もせぬ 模範的 紳士と し 

ねら まと 

て、 社交界の 物言う 花から 覘 いうちの 標的と なって い 

た 人物だった。 

秘密 ボタン を 押す と、 扉が ひらいた。 二人 は ビルの 

中へ 転げ こむ ように 入って いった。 

あんらくいす 

奥ま つ た 密室の 安楽椅子の うえに 身体 を なげだす と、 

rus あ. p 

一 一人 は 顔 を 見合せ た。 

「おい ヮ ー ニヤ。 なんだ つて、 あれほど 大切な 壜を床 

の 上に 落したん だ。 大きな 苦心 を 積んで、 やっと 手に 



ウルス キ— は 腹立たし そうに、 太い 葉巻 を ガリ ガリ 

と嚙ん だ。 

「ねえ、 首領」 とヮ— ニヤ は 機嫌 をと るよう にいった。 

しょげ 

「楊 博士の 奴 は、 ひどく 悄気て たじ やないで すか。 た 

かが、 たった 一本の 毛の ことで ねえ。 莫迦ら しい つ 

ちゃない や」 

「うん。 学者 なんても の は、 おかしな もの さ。 だが I 

I」 と 彼 は 起き直って 「あれが ほんと に 十萬メ ー トル 

さいしゅ 

の 上空で 採取した もので、 火星の 生物の 毛で でも あつ 

とくだね 

たら、 こいつ は 素晴らしい 新聞の 特種 だ。 ょォ し、 こ 

いつは 儲け 仕事 だ。 オイ、 ヮ— ニヤ、 お前す ぐ 編集 次 



の 火星 獣の 毛の 原稿 を 抱えて 待って いた 次長が、 遂に 

待ち かねて ホテルに 電話 を かけた。 すると 意外なる 話 

にぶつ かった。 

「ウル ランド 氏の 姿が、 貸切りの 休憩室に 見えな く 

なって いるんで す。 部屋に は 内側から チャンと 鍵が か 

かってい るのに、 どうされ たんで しょうか。 これから 

警務 部へ 電話 をして、 警官に 来て 貰おうと 思って いた 

と ， ，- ろです」 

「なんでも いいから 早く 社長 を 探して くれ。 急ぎの 原 

稿が あるんだ。 社長に 早く 見せない と、 乃公 は馘 にな 

るんだ」 



仕業と 見て、 目下 手配 中！」 

などと、 新聞 や ラジオで は、 刻々 に その 捜索 模様 を 

報道して、 町の 人気 を あおりた てた。 騒ぎ は、 ます ま 

す 大きくな つ て ゆく。 

ェ 部局の 活動、 秘密警察の 協力、 素人 探偵の 競演 I 

I な ど と 、 物す) 」 い ウル ラン ド氏 捜索 の 手が つくされ 

たが、 ウル ランド 氏の 消息 は 更に わからなかった。 

今日 こそ は、 明日 こそ はと、 巿民 たち も ウル ランド 

氏の 発見 を 期待して いたが、 すべて は 空しく 外れて し 

まい、 やがて 二週間の 曰が 流れた。 ウル ランド 氏の 生 

命 は、 誰の 目に も、 まず 絶望と 見られた。 



彼の 手下 どもが 徘徊す る 深夜の 光景に 至る まで、 

だいしょう も み あ 

大小 洩れな く、 南京 路の 街頭 を 見つ くし 見飽きて いる 

のだった。 

どうした ことから こうな つたの か、 彼に は 始まりが 

よく 分らなかった。 

まりよ 

ともかくも、 捕虜に なった なと 気がついた とき は、 

今から 十日 ほど 前の こと だ。 彼 はこの ショ— ウィン 

ド ー の 中に 長々 と 伸びて いたの だ。 

それから この 細長い ショ— ウィンド— の 中の 生活が 

始まった。 彼 は 一歩 も その 中から 出されなかった の だ。 

彼の 目の前 を 過ぎ ゆく 人に 向って、 SOS を 叫んだ。 



そういった 声の 下に、 今まで 見えて いた 往来が、 ま 

ま つ \ /ら 

るで 日暮れの ように 暗くな り、 やがて 真暗な あやめ も 

分らぬ 闇と 変り はてた。 その代り 電灯が 一 つ ポッン と 

つ いた。 

はんか ナンキンろ にわ 

それと 入れ 代って、 繁華な 南京 路の 往来で は、 俄か 

に 騒ぎが はじまった。 ショ— ウィンド ー の 中で、 

半裸体に なった 紳士が、 いかがわしい 動作 を 通行人に 

見せて いると いうので、 たいへんな 人だかりだった。 

そのうちに、 何 だ あれ は 行方不明の ウル ランド 氏で 

はない かとい い 出した 者が あり、 それ は 一大事 だと 騒 

ぎ はます ます 大きくな つてい つた。 これ は 楊 博士が、 
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